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研究成果の概要（和文）：看護師や認知症者家族への面接からは以下の現状が示された。ベトナムでは認知症の
中核症状(記憶障害・見当識障害など)は加齢現象として捉えられていることが多く、暴力的な行動などがない限
り、医療に繋がることはない。認知症者は家族や近隣の人々と共に地域で生活しており、日常生活支援や身体疾
患に対する介護は、家族の役割と考えられている。その為、看護師は認知症の知識は有しているものの、具体的
な看護や支援方法について考える機会は乏しいようである。一方、高齢者用施設の訪問調査などを通して、高齢
者の増加や核家族化などの構造変革、医学的知識の普及に伴い、緩やかな管理・保護体制も限界を迎えつつある
状況も示された。

研究成果の概要（英文）：Interviews with nurses and family members of people with dementia indicated 
the following current situation In Viet Nam, Core symptoms of dementia (e.g. memory disturbance and 
disorientation) are often regarded as an ageing phenomenon and do not lead to medical care unless 
there is violent behavior. People with dementia live in the community with their families and 
neighbors, and it is considered the role of the family to support daily life and care for physical 
problems. Therefore, although nurses have knowledge of dementia, they seem to lack opportunities to 
think about specific nursing and support methods. On the other hand, through surveys of visits to 
institutions for the elderly, it was shown that with the social structural change of the society 
such as increase of elderly people, nuclear families , with the spread of medical knowledge about 
dementia, the tolerant system of management and protection is reaching its limits.

研究分野：精神医学、精神保健学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　認知症患者に対する考え方や対応のあり方は、国や地域によって異なっており、このことは、外国人看護師、
介護士が我が国で働く上での障壁の一つともなっている。
　本研究によって得られた知見は、日本で認知症ケアに携わろうするベトナム人看護師、介護士への教育、支援
を考える基盤となるものである。
　また、また、認知症に対する認識や対応と伝統的文化や社会構造との関連について、さらに、社会の高齢化や
産業発展に伴う核家族化、認知症に関する医学的知識の発展、普及んどがそれらにもたらす影響について、より
一般的な考察を進める上でも有用な資料となるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
看護師、介護士として我が国で働くことを目指す外国出身者が急速に増えつつあった。 
その人たちからは、認知症をはじめとする高齢者の精神疾患の認識やその対応の難しさにつ
いて訴えがあり、受け入側の病院・施設や教育機関からも認知症を含む高齢者の疾患や理解に関
する教育が難しいとの意見が出されていた。 
我々は、

 

２．研究の目的 

 
 
３．研究の方法 
 （1）ベトナム民主共和国ホーチミン市において、Hochiminh Mental Hospital ホーチミン市
精神病院に外来受診する認知症患者の家族を対象とし面接調査を行った。 
市内に居住する認知症症状を有する女性の居宅を訪問、生活状況を把握するとともに、
支援を行う家族を対象に面接調査を行った。 

（2）ホーチミン市において看護師教育に当たっているPham Ngoc Thac University of Medical 
technology and Medicine 看護学部の教員に認知症対応の現状および、認知症看護の教
育について、意見を聞くとともにアンケート調査を行った。 

 （3）ハリアブンタウ省にある国立高齢者施設「バリア・ブンタウ省社会福祉法人センター

（労働傷病兵社会問題局所属）」とブンタウ市内にある私立高齢者施設「百年天徳」を訪問、

それぞれの施設と活動状況を見学するとともに、それぞれの施設責任者へのインタビューを行

った。 

 
４．研究成果 

 

調査結果の概要 
受診に至った背景についてどう考えるか 

 
 
 

 
 

 
 

原因についてどう考えるか 
 

 
 

 
 

 



  

近隣住民の対応について 
 

 
 

 
 

 

 

（1）－②ついで、認知症者の具体的な生活状況を把握するため、家庭訪問を行った。 
面接結果の概要は以下の通りである。 
 



施設の概要：社会福祉センターであり、市街からは遠い地域にあり、高い塀で囲まれた施設と
なっている。内部は、精神疾患部門（1号）、高齢者部門（2号）に分かれており、お互いに移
動することがある。高齢者であり精神疾患である人の状態が良くなったら、第 2号に移動する
ことがある。逆に 2号の人が精神疾患になったら 1号に移動させることがある。 
訪問時には高齢者部門には 87 人入所。精神疾患部門には約 600 人が入所しているとのことであ
った。 
入所条件は、60 歳以上で、親戚がいない（＝子どもがいない）こと。親戚があっても、生活
に困窮していることが認定されれば入所できる。本施設は 2000 年頃に設立、これまで毎年 80
人以下くらいの希望数であったが、2020 年くらいから 100 人以上に増えている。 
施設の運営は国からの支援によっており、入所者の金銭的負担はない。しかし、2023 年 6 月
からは民間化され、国以外の企業からの寄付を受けて運営されることになる。 
 
（3）―②私立高齢者施設 
施設の概要：ブンタウ市内の住宅地にあり、かなり立派な住宅を改造した建物 3軒よりなる。
それぞれの建物は入居者の介護の必要度に対応している。1号は 2019 年、2号は 2020 年、3号
は 2022 年末より入居者の受け入れを始めており、ベトナムで最初の私立高齢者施設であるとの
ことであった。 
現在入所者数は M 1 号には 16 人、2号にも 16 人、3号には 3人で合計 35 人。管理者による
とかなりの入居者に認知症状があるとのことであった。 
費用は食費込みで 900 万-1800 万ドン/月（4万 5千-9 万日本円）。要介護の場合 100-400 万
ドン追加。高齢者が受ける年金額に比しかなり高額となる 
 
以上、両施設を訪問し、それぞれの管理者への質問の結果、以下の傾向が把握された。 

ベトナム民主共和国においては元来、公立施設のみであった。施設は郊外にあり、外出も制限

されざるを得ない状況にある。本来、このような施設は家族の支援が受得られず、生活に困窮し

ている高齢者を対象とするものである。2018 年に行われた高齢者対象の調査報告 Ageing and 

Health in Viet NamAgeing and Health in Viet Namにおいても、高齢者施設は面倒をみ

てくれる家族がいない高齢者のためのものであると考える人が多いことが示されている。

また、高齢者を施設に入所させること自体が stigma となる可能性も指摘されている。（文

献③） 

一方、私立施設は最近でき始めたところであり、町中にあり外出も容易であり、居住設備

も良いが、かなり高額の費用が必要である。 

今後、高齢者人口の増加に加え（１）で触れたような認知症知識の普及、（２）で触れた

社会構造の変化などから、高齢者対象の施設数が急速に増えていくであろう。また、それに

応じ、上記二施設それぞれの得失を踏まえ、施設も多様化、認知症患者の受け入れも進むこ

とが予測できる。 

しかし、認知症患者が、そのような施設に受け入れられるようになることが、（１）で見

たような家族、近隣住民による支援と緩やかな管理のもとでの生活を続ける現状に比し、進



歩と言えるのかについては、疑問が残ることではある。 
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